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2026 春季生活闘争スローガン 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで 今年も 賃上げ！ 
２０２６年 ３月 ９日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合北陸地協及びＪＲ西日本連合金沢地本は２月 20
日、金沢市内で「２０２６春季生活闘争勝利総決起集会」を
開催し、持続的な賃上げの実現をめざして意思統一を図る
とともに、 ＯＮＥ ＴＥＡＭで闘い抜く決意を固めあった。 

集会には、加盟単組（ＪＲ西労組金沢地本、同西日本
ＪＲバス地本、イーストユニオン新潟地本、ジェイアー
ル西日本金沢メンテック労組、ジェイアールサービス
ネット金沢労組）の役員・組合員が結集した。ＪＲ連合
から谷口昌隆組織・政治局長、ＪＲ西日本連合から川端
準一副議長（ＪＲ西労組書記長）及び杉野晴崇幹事（Ｊ
Ｒ西労組中央執行委員）、イーストユニオンから小林徹

志中央執行委員長（ＪＲ連合副会長）が参画した。 
主催者を代表して沓掛勇介ＪＲ連合北陸地協議長（ＪＲ西労組金

沢地本執行委員長）は、挨拶の冒頭で、２０２６春季生活闘争につい
て、加盟単組一丸となって、人財への投資の必要性を会社に訴えてい
く決意を力強く表明した。 
ＪＲ連合の谷口局長は、ＪＲ連合の２０２６春闘方針と取り巻く

情勢について説明するとともに、「ＪＲ産業全体の賃金水準を引き上
げるため、ＯＮＥ ＴＥＡＭで取り組もう」と呼びかけた。 
ＪＲ西日本連合の川端副議長は、ＪＲ西日本連合の春闘方針につ

いて説明したうえで、「理屈やデータを前提としつつも、組合員の感
情を思い切って会社に伝えよう」と訴えた。 

決意表明では、各単組から２０２
６春闘の具体的な要求内容や検討
状況の報告があり、要求実現に向け
て闘い抜く決意が表明された。 
最後に、集会アピールを採択し、

沓掛議長の団結がんばろうで春闘
勝利に向けた団結を確認した。 

 

挨拶する沓掛議長 

決意表明に登壇した各単組の代表者の皆さん 


